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市
民
と
交
流
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ー
ナ
ー
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発行日  令和６年８月７日

第
２
回
定
例
会

お天王さま（高田町 令和6年7月20日）

陸前高田に夏が来た

お兄ちゃ
んは

  遊びの
先生！



　２年ぶりに開かれた陸前高田市議会「議会と語る会」。
　市民の皆さまや地域からのさまざまなご意見は、議会とし
て調査テーマなどに取り上げ、市政に反映してまいります。

◆市内 11地区で 『語る会』
　　　→２～３ページ
◆建設業協会さんと 『語る会』
　　　→４ページ
◆テーマ別で 『語る会』
　　　→４ページ

総　　務
｢持続可能な
 行財政運営と
 まちづくり｣

教育民生
｢保小接続期の
 教育｣
「こどもの居場所」

産業建設
「貝毒の現状」
「産業振興」

⃝ 議会の視点で令和６年度予算を説明
⃝ 各常任委員会の活動を報告

議会と語る会議会と語る会をを1515回回開きました開きました!!!!

性　別
男性男性

（75%）（75%）

女性女性
（24.3%）（24.3%）

普通普通
（35.4%）（35.4%）

満足満足
（45.8%）（45.8%）

70代70代
5555人人 60代60代

5555人人

50代50代
1212人人

40代
5人

30代
5人

20代
1人記載なし

1人
80代80代
1010人人

大変満足
記載なし

不満

やや不満やや不満

未記入

満足度 年　代

11地区180人の参加者のみなさん  ありがとうございました！！

米崎 小友 広田 今泉 長部 高田

参加者数 6 17 22 6 39 25

ｱﾝｹｰﾄ数 1 12 17 5 34 20

生出 矢作 下矢作 横田 竹駒 合計

参加者数 10 7 19 8 21 180

ｱﾝｹｰﾄ数 10 6 18 6 15 144

もっとやって
ほしい

計228人の

地元就職を希望する若者
が残れるように企業誘致を。
職場環境にも留意を。
（下矢作）

新笹ノ田トンネルとＩＬＣ
誘致はあきらめないで働きかけ
てほしい。
（今泉・竹駒・矢作）

かさ上げ地や私有地の草
刈りが問題。特に斜面は高
齢化の進む地域では対応が
難しい。（高田・今泉）

道路の改良。見通しの
悪いカーブにセンターライ
ンや幅員拡大などの安全対
策を。（生出・矢作）

子育て以前に出会いの場が
必要。移住者を増やすとか、若
者の意見を聞く機会も必要で
は。（高田・横田・長部）

もっと多くの人が集まる
ように語る会のＰＲを工夫
してください。（今泉）

少子化が進み、複式学
級が増え、部活の継続も
できない状態。
（小友・広田）

障がい者との交流を増やす機
会を増やせないか？（横田）

地元就職

障がい者
と交流を

草刈り
深　刻

出会いの
場を

声

PR不足

安全対策

少 子 化

温暖化で、一次産業に被害が
多く収入が不安定になっている。
（小友・広田・米崎）

温 暖 化

鳥獣被害が深刻で耕作意欲
が失われる。クマ、イノシシによ
る人的被害が出る前に対策を。
（下矢作）

語る会の開催を昼にし
てほしいです。
（米崎・下矢作・今泉）

開催時間

新笹ノ田・
I LC

鳥獣対策

よかった！

議会と語る会  市内11地区

行って 言えて

５/13㈪
19:00〜

５/16㈭
19:00〜

５/14㈫
19:00〜

５/17㈮
19:00〜

3地区 3地区

3地区 2地区
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　市建設業協会（畠山正彦代表理事）との意見交換は
今回で 4 回目です。令和 2 年の国政調査によると、建
設業の就業者は全就業者数の15.6% を占め、市内で
も多くの人が関わっています。
　公共事業が減少し、事業者や従事者及びその家族
の生活が脅かされることは、地域経済循環はもとより、
本市の財政に与える影響も少なくありません。
　いただいた要望・提言を議論し、検討していきます。

　少人数のグループに分かれ（ワークショップ）、テーマ別に議会と語る
会を開催しました。
　お互いの意見に刺激され、次々に新しいアイディアが湧き出します。
参加者からは『もっとやってほしい』『時間が足りない』という声も上が
りました。次号の市議会だより130 号で詳しくお伝えします。

市内の建設業界は従業員
の家族を含めると 2,000 
人以上の生活を支えてい
る。公共事業の発注を継
続的にお願いしたい。

ホテルドーミーインのオープン予定は。

令和7 年2 月にプレオープン、同年5 月にグランドオープンの
予定である。黒崎温泉からお湯を運ぶための分湯用貯湯槽設
置等設計業務委託の予算を本年度予算として計上している。

物流倉庫建設により滝の里工業団地に空きが無くなった。
新たな企業誘致のためにも団地の造成が必要ではないか。
市では工業団地の拡張・新設の予定はないとのこと。かさ上
げ地の有効活用も考え、陸前高田都市計画用途地域の変更
を行い、中小の工場の建設も可能としている。

議会と語る会  建設業協会

議会と語る会  テーマ別

Q
A

Q
A

どう思う？市のふところ具合
〜陸前高田市の財政について〜

子育てについて
〜不安・希望・何が必要？〜

産業振興について
〜どうする陸前高田のしごと〜

　７月 19 日、及川修一
議長、鵜浦昌也副議長、
藤倉泰治広聴広報委員長
の３人は、佐々木市長に
対し、議会と語る会に参
加した市民から寄せられ
た要望や提言の中から主
要 33 項目を申し入れし
ました。

議
会
と
語
る
会

調
査

・
分
析

・
意
見
交
換

申
し
入
れ
書
を
作
成

市
長
申
し
入
れ

市
当
局
が
検
討

・
執
行

市
長
申
し
入
れ
の
流
れ

　
議
会
と
し
て
今
回
の
議
会
と

語
る
会
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民
意

見
を
ま
と
め
、
市
長
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

　

及
川
議
長
は
、「
現
在
、
議

会
改
革
と
し
て
、
議
会
運
営
委

員
会
・
広
聴
広
報
特
別
委
員

会
・
議
会
だ
よ
り
特
別
委
員

会
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
今
回
新
た
な
試
み

と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

の
議
会
と
語
る
会
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い

る
。
市
民
の
声
を
ど
う
か
市
政

に
反
映
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、

佐
々
木
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
市
長
は
、「
市
で
は

吸
い
上
げ
ら
れ
な
い
市
民
の
大

変
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

と
て
も
あ
り
が
た
い
。
報
告
書

の
中
身
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
る
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

一時期より ILC 誘致の熱
意がしぼんでいるように
感じる。国や国会議員な
どへの要望や働きかけも
必要では ないか。

市民の願いを市長へ提出
ホテル建設予定地の看板（高田町）

市
長
に
提
出
し
た
報
告
書
の

全
文
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

7/9㈫
13:30〜

４/25㈭
13:30〜

7/10㈬
18:00〜

7/21㈰
10:00〜
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道
の
駅
高
田
松
原

物価高騰対策
緊急支援給付金事業に
物価高騰対策
緊急支援給付金事業に2億29 94万円2億29 94万円2億29 94万円

問
　
５
６
０
万
円
を
計
上
し
た
派

遣
事
業
の
内
容
は
。

答
　
総
務
省
の
事
業
で
、外
部
専
門

家
を
招
い
て
指
導
・
助
言
を
い

た
だ
き
地
域
活
性
化
を
図
る

制
度
。本
年
度
は
道
の
駅
高
田

松
原
に
派
遣
す
る
予
定
。

地
域
力
創
造

専
門
家
派
遣
事
業
費

560万円
増

歳出
救助対応型水槽付き
消防ポンプ自動車を取得
救助対応型水槽付き
消防ポンプ自動車を取得

　水槽を積載しているので、火災現場でいち早く放水す
ることができます。2.9トンまで吊り上げることのできる
小型クレーンなど最新の資機材も装備。 様々な災害に迅
速に対応し、市民の生命と財産を守ります。

能登半島の被災地支援活動を報告

問
　
能
登
半
島
地
震
被
災
地
支
援
事
業
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
活
動
内
容
は
。

答
　
派
遣
職
員
の
旅
費
と
現
地
で
の
移
動
手

段
と
し
て
レ
ン
タ
カ
ー
代
を
計
上
し
て
い

る
。活
動
詳
細
に
つ
い
て
は
、今
後
の
実
施

と
な
る
た
め
、内
容
は
未
定
。こ
れ
ま
で
の

実
施
内
容
と
し
て
は
、家
屋
の
被
害
調
査
、

公
費
解
体
の
事
業
に
関
わ
っ
て
い
る
。

能
登
半
島
地
震
被
災
地

支
援
事
業
費

180万円
増

歳出

1億890万円1億890万円取得予定価格

●
固
定
資
産
評
価
員

　
　
佐
々
木
　
　
　
学
　 

氏
（
54
歳
）
高
田
町

●
農
業
委
員
会
委
員

　
　
菅
　
野
　
房
　
雄
　 

氏
（
72
歳
）
矢
作
町

　
　
村
　
上
　
文
　
子
　 

氏
（
70
歳
）
矢
作
町

　
　
村
　
上
　
伸
　
一
　 

氏
（
71
歳
）
矢
作
町

　
　
白
　
川
　
周
　
一
　 

氏
（
75
歳
）
横
田
町

　
　
板
　
林
　
　
　
実
　 

氏
（
65
歳
）
竹
駒
町

　
　
近
　
江
　
雅
　
喜
　 

氏
（
67
歳
）
気
仙
町

　
　
菅
　
野
　
富
　
雄
　 

氏
（
72
歳
）
気
仙
町

　
　
新
　
沼
　
信
　
秋
　 

氏
（
77
歳
）
高
田
町

　
　
鈴
　
木
　
桂
　
子
　 

氏
（
64
歳
）
米
崎
町

　
　
戸
　
羽
　
正
　
光
　 

氏
（
74
歳
）
小
友
町

　
　
菅
　
野
　
　
　
敏
　 

氏
（
62
歳
）
広
田
町

固
定
資
産
評
価
員 

・ 

農
業
委
員

　
　
　
　
　
　
　選
任
、任
命
に
同
意

2億29 94万円2億29 94万円2億29 94万円
令和６年度
一般会計補正予算

176億7511万円
7億2511万円を追加し
総
額
総
額

物
価
高
騰
への
支
援
給
付
金
と
は
？

　
令
和
６
年
度
に
新
た
に
住
民
税
均
等
割
非
課

税
世
帯
及
び
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に

１
世
帯
10
万
円
の
給
付
金
と
、同
世
帯
の
18
歳
以

下
の
子
ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円
を
支
給
。ま
た

減
税
額
４
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
調
整
給
付

を
行
う
。 物

価
高
騰
対
策

緊
急
支
援
給
付
金
事
業
費

2億2994万円
増

歳出
問
　
事
業
の
対
象
人
数
は
。

答
　
現
状
は
概
算
と
な
る
が
４
千
人
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
14
日
か
ら
27
日
ま
で

14
日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　
物
価
高
騰
対
策
緊
急
支
援
給
付
金
や
特
定
空
家
等
解

体
工
事
費
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
本
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
７
億
２
５
１
１
万
円
追
加
し
、
１
７
６
億
７
５
１
１

万
円
）
を
は
じ
め
、
陸
前
高
田
斎
苑
火
葬
炉
改
修
工
事
、
救
助

対
応
型
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取
得
な
ど
議
案
３
件
、

専
決
処
分
３
件
、
条
例
案
４
件
を
原
案
通
り
承
認
・
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
な
ど
人
事
案
に
同
意

し
、
繰
越
計
算
書
な
ど
３
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
長
の
公
約
や

地
域
活
性
化
策
な
ど
市
政
全
般
に
わ
た
り
論
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
議
会
会
議
規
則
や
委
員
会
条
例
及
び
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
条
例
改
正
の
発
議
３
件
を
可
決
し
閉
会

し
ま
し
た
。

第2回定例会

■一般会計の主な補正予算項目

歳出（支出）
項　 目 補正額 補正の理由

物価高騰
対策緊急
支援給付金
事業費

+2億　　　
2994万円

概算で４千人の
定額減税事業に
取り組む。

地域力創造
専門家派遣
業務委託料

+560万円

総務省の事業で、
道の駅の販売促進等
に助言・指導を行う
外部専門家を招く。

能登半島
地震被災地
支援事業費

+180万円

派遣職員の旅費と
現地での移動手段
としてレンタカー代
を計上。

(万円未満切り捨て)

歳入（収入）
項　 目 補正額 補正の理由

財政調整
基金繰入金

+7211万円
前年度会計の
決算が確定しない
ために繰り入れた。

他団体等
支援金

+100万円

公益財団法人から
の支援金。
米崎小学校の遊具
購入に活用される。

東日本大震災
絆基金繰入金

+721万円

クレセントシティ
市民交流団交流
事業と市内小中
学校の電子黒板
購入費に充てる。

(万円未満切り捨て)
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問問
企
業
誘
致
の
現
状
は
ど
う
か
。

企
業
誘
致
の
現
状
は
ど
う
か
。

答
県
中
央
部
の
自
治
体
は
、
大

量
の
工
業
用
水
や
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
系
人
材
の
豊
富
さ
と
い
っ
た
有

利
な
条
件
に
あ
る
。
本
市
は
こ
の
よ

う
な
状
況
に
な
く
、
海
に
近
い
こ
と

に
よ
る
塩
の
影
響
や
内
陸
部
へ
の
道

路
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
厳

し
い
。
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
に
は
、

高
度
人
材
の
育
成
や
確
保
の
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
、
大
学
と

の
連
携
強
化
や
、
大
学
の
誘
致
を
進

め
て
い
き
た
い
。
企
業
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
受
け
入
れ
環
境
を
整
備
す
る

必
要
も
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

を
実
際
に
行
っ
て
い
る
企
業
か
ら
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

問問
企
業
誘
致
の
用
地
に
、
か
さ

企
業
誘
致
の
用
地
に
、
か
さ

上
げ
地
を
活
用
で
き
な
い
か
。

上
げ
地
を
活
用
で
き
な
い
か
。

答
か
さ
上
げ
地
は
民
有
地
が
多

く
、
立
地
を
希
望
す
る
企
業

問問
少
子
化
と
男
女
共
同
参
画
の

関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
少
子
化
に
は
様
々
な
要
因
が

あ
り
、
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
も
、
極
め
て
重
要
な
関
係
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問問
少
子
化
と
男
女
共
同
参
画
の

関
係
に
つ
い
て
コ
ミ
セ
ン
協

議
会
総
会
な
ど
で
研
修
を
行
う
こ
と

は
ど
う
か
。

答
そ
の
テ
ー
マ
で
研
修
を
行
う

の
は
難
し
い
が
、
国
の
統
計

情
報
や
白
書
の
状
況
な
ど
、
コ
ミ
セ

ン
の
求
め
る
と
こ
ろ
に
対
応
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

問問
市
の
業
務
委
託
先
や
、
指
定

管
理
者
な
ど
で
働
く
人
の
労

働
条
件
を
確
保
す
る
た
め
、
社
会
保

険
労
務
士
に
よ
る
労
働
条
件
審
査
を

行
う
こ
と
は
ど
う
か
。

の
要
望
を
聞
き
取
り
な
が
ら
土
地
所

有
者
と
の
交
渉
を
仲
介
す
る
な
ど
、

産
業
用
地
と
し
て
の
利
活
用
に
取
り

組
む
。

森
林
環
境
税
の
周
知
は

問問
徴
収
が
始
ま
る
森
林
環
境
税

徴
収
が
始
ま
る
森
林
環
境
税

の
周
知
策
は
。

の
周
知
策
は
。

答
納
税
者
で
あ
る
市
民
に
目
的

や
使
途
、
徴
収
方
法
に
つ
い

て
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
今
後
も
、

地
球
温
暖
化
防
止
や
国
土
の
保
全
に

役
立
つ
森
林
整
備
の
財
源
に
充
て
て

い
く
こ
と
な
ど
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
な
ど
に
掲
載
し
て
い
く
。

答
そ
れ
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

今
後
内
部
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

プ
ラ
ご
み
の
削
減
は

問問
産
業
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
使

用
や
マ
イ
カ
ッ
プ
、
マ
イ
箸
・
マ
イ
ス

プ
ー
ン
な
ど
の
利
用
を
呼
び
か
け
る

な
ど
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の

取
組
を
市
民
に
示
す
こ
と
は
ど
う
か
。

答
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
か
は

分
か
ら
な
い
が
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

鵜
うのうら

浦　昌
まさなり

也
（創生会）

大
おお

和
わ

田
だ

加
か

代
よ

子
こ

（碧い風）

企
業
誘
致
の
用
地
は

　
か
さ
上
げ
地
は
民
有
地
が
多
い

少
子
化
と
男
女
共
同
参
画
は

　
極
め
て
重
要
な
関
係
が
あ
る

高田町のかさ上げ地
男性の家事・育児参加が

出生数にも影響

我が市政を
問う！

鵜
浦
　
昌
也

（
創
生
会
）

地
域
活
性
化
策

林
業
振
興
策

市
民
の
健
康
維
持
増
進
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策

伊
勢
　
　
純

（
日
本
共
産
党
）

深
刻
な
物
価
高
騰
へ
の
対
策
支
援

市
独
自
の
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
制
度

漁
業
の
省
力
化
実
現
と
国
制
度
の
活
用

道
の
駅
の
海
産
物
販
売
促
進
策

大
和
田
加
代
子

（
碧
い
風
）

男
女
共
同
参
画
と
少
子
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

佐
々
木
　
一
義
大
学
誘
致

市
内
経
済
と
産
業
振
興

少
子
高
齢
化

佐
々
木
　
良
麻

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）
次
期
総
合
戦
略

産
後
ケ
ア
事
業

大
坪
　
涼
子

（
日
本
共
産
党
）

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
生
活
支
援
策

防
災
の
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
活
動

菅
野
　
広
紀

（
碧
い
風
）

水
田
農
業
の
取
組

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
地
域
活
性
化

ペ
ッ
ト
と
の
共
生

藤
倉
　
泰
治

（
日
本
共
産
党
）

国
の
「
指
示
権
」
導
入
の
地
方
自
治
法
改
正
案

本
市
の
職
員
体
制
の
現
状
と
今
後

本
市
奨
学
金
制
度
の
拡
充

市
長
の
記
者
懇
談
会
等
の
広
聴
広
報
活
動

中
野
　
貴
徳

事
業
の
評
価
、
取
組

日
本
遺
産
の
活
用
、
取
組

木
村
　
　
聡

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
夜
間
の
経
済
活
動
）
戦
略

市
制
70
周
年
を
契
機
と
し
た
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

保
育
行
政
の
課
題
と
展
望

市
と
高
田
高
校
の
連
携

一般質問一般質問問問
住
宅
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、

住
宅
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
対

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
対

象
に
し
て
は
。

象
に
し
て
は
。

答
エ
ア
コ
ン
設
置
と
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
の
同
時
施
工
の
場

合
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
対

象
に
し
て
い
る
。

問問
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
を
受
け

エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
を
受
け

ら
れ
な
い
介
護
施
設
へ
市
の

ら
れ
な
い
介
護
施
設
へ
市
の

支
援
は
。

支
援
は
。

答
事
業
者
か
ら
現
状
や
意
向
等

を
伺
い
、
必
要
に
応
じ
て
支

援
し
た
い
。

漁
業
省
力
化
は

問問
漁
業
の
省
力
化
実
現
は
。

漁
業
の
省
力
化
実
現
は
。

答
支
援
策
は
、
現
在
、
国
の
競

争
力
強
化
型
機
器
等
導
入
緊

急
対
策
事
業
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
生

産
性
の
向
上
、
省
力
・
省
コ
ス
ト
化

に
向
け
た
漁
業
用
機
器
等
の
導
入
を

支
援
す
る
。
こ
の
制
度
の
活
用
を
見

据
え
、
普
及
・
促
進
を
検
討
す
る
。

物
価
高
騰
に
プ
レ
商
品
券
は

問問
物
価
高
騰
支
援
と
し
て
の
プ

物
価
高
騰
支
援
と
し
て
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業

の
実
施
は
。

の
実
施
は
。

答
国
の
交
付
金
を
活
用
で
き
な

い
状
況
で
の
実
施
は
、
多
額

の
一
般
財
源
に
よ
る
支
出
が
見
込
ま

れ
難
し
い
。

道
の
駅
の
製
氷
設
備
は

問問
道
の
駅
「
高
田
松
原
」
で
待

道
の
駅
「
高
田
松
原
」
で
待

望
の
魚
の
刺
身
や
切
り
身
の

望
の
魚
の
刺
身
や
切
り
身
の

販
売
が
始
ま
っ
た
。
海
産
物
販
売
促

販
売
が
始
ま
っ
た
。
海
産
物
販
売
促

進
策
と
し
て
製
氷
設
備
設
置
へ
の
市

進
策
と
し
て
製
氷
設
備
設
置
へ
の
市

の
支
援
は
。

の
支
援
は
。

答
市
は
早
急
な
対
応
は
考
え
て

い
な
い
。

伊
い

勢
せ

　　純
じゅん

（日本共産党）

エ
ア
コ
ン
設
置
に
補
助
は

　
リ
フ
ォ
ー
ム
と
同
時
な
ら
対
象

こちらから視聴できますこちらから視聴できます

こちらから視聴できます
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場
や
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
中

心
に
行
う
。

移
住
促
進
対
策
は

問問
若
者
の
移
住
促
進
策
は
。

答
国
・
県
と
連
携
し
た
移
住
支

援
金
に
加
え
、
市
の
独
自
制

度
の
移
住
定
住
促
進
助
成
金
を
開
始

し
て
い
る
。
さ
ら
に
若
者
に
対
す
る

移
住
年
数
の
要
件
を
緩
和
し
た
若
者

定
住
住
宅
取
得
支
援
事
業
費
補
助
金

を
創
設
。
子
育
て
加
算
制
度
も
加

え
、
子
育
て
世
帯
に
魅
力
的
な
地
域

づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

問問
新
た
に
開
始
し
た
産
後
ケ
ア

事
業
「
ま
ま
ふ
わ
り
」
と
従

来
の
産
後
ケ
ア
事
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
は
。

答
「
ま
ま
ふ
わ
り
」
は
、
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
月
に
１
度
開
催
し
て
い
る
。
定

員
４
組
の
集
合
型
で
実
施
し
て
お

り
、
母
親
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
、
乳
房

ケ
ア
、
育
児
相
談
な
ど
の
心
身
の
ケ

ア
に
加
え
、
参
加
者
同
士
の
交
流
の

時
間
を
設
け
、
母
親
同
志
の
つ
な

が
り
作
り
も
図
っ
て
い
る
。
従
来
の

産
後
ケ
ア
は
居
宅
訪
問
で
行
っ
て
お

り
、
生
活
状
況
に
応
じ
て
訪
問
時
間

な
ど
を
調
整
で
き
、
柔
軟
な
対
応
が

で
き
る
こ
と
が
利
点
。
双
方
実
施
す

る
こ
と
で
対
象
者
の
状
況
に
応
じ
た

支
援
が
可
能
に
な
る
。

「
デ
ジ
田
総
合
戦
略
」の
影
響
は

問問
国
の
総
合
戦
略
が
、「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総

合
戦
略
」
に
改
定
さ
れ
た
が
、
本
市

の
次
期
総
合
戦
略
へ
の
影
響
は
。

答
国
は
、
総
合
戦
略
の
名
称
、

デ
ジ
タ
ル
関
連
外
部
有
識
者

の
参
画
な
ど
を
勘
案
し
て
、
市
総

合
戦
略
を
策
定
す
る
よ
う
示
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま

え
、
市
総
合
計
画
や
各
種
部
門
別
計

画
な
ど
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
な
が

ら
次
期
総
合
戦
略
策
定
に
あ
た
る
。

佐
さ さ き

々木良
りょうま

麻
（とうほく未来創生）

産
後
ケ
ア
新
事
業
の
役
割
は

　
集
合
型
で
つ
な
が
り
を

新たな産後ケア事業「ままふわり」

今期でＧキャンパス終了

問問
市
長
は
施
政
方
針
で
物
価
対

策
を「
国
県
の
動
向
を
注
視
」

と
し
か
言
っ
て
い
な
い
。
市
独
自
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
で
自
己
負
担
が
一
食

４
０
０
円
か
ら
４
５
０
円
に
上
が
っ

た
が
、
負
担
を
軽
減
し
、
生
活
支
援

す
べ
き
で
は
。

答
食
材
費
等
の
高
騰
か
ら
１
食

50
円
の
負
担
増
と
な
っ
た
。

事
業
継
続
の
た
め
に
は
負
担
軽
減
は

困
難
。

問問
物
価
高
騰
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

負
担
を
下
げ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
財
源
を
工
夫
し
検
討
す
る
。

タ
ク
シ
ー
券
枚
数
増
は

問問
タ
ク
シ
ー
料
金

も
値
上
が
り
し

て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
助

成
券
の
交
付
枚
数
を
増

問問
公
約
で
あ
る
大
学
誘
致
の
進
ち

ょ
く
と
市
民
と
の
情
報
共
有
は
。

答
立
教
大
学
と
岩
手
大
学
に
よ

る
合
同
授
業
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
今
後
は
公
約
実
現
に
向
け
て

両
大
学
以
外
に
も
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
く
。

　
相
手
方
に
配
慮
し
経
緯
を
発
表
す

る
こ
と
を
差
し
控
え
て
い
た
が
、
今

後
は
市
民
と
双
方
向
で
情
報
を
交
換

で
き
る
場
を
つ
く
る
方
向
で
対
応
し

た
い
。

市
内
経
済
対
策
は

問問
厳
し
さ
を
増
す
市
内
経
済
の

状
況
と
そ
の
対
策
は
。

答
事
業
者
の
状
況
把
握
に
努
め
、

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問問
当
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
は
。

答
防
災
・
減
災
を
学
べ
る
フィ
ー

ル
ド
に
加
え
、ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ

グ
認
証
を
受
け
た
高
田
松
原
海
水
浴

問問
本
市
の
水
田
農
業
の
耕
作
放
棄

地
対
策
や
ほ
場
の
集
約
化
は
。

答
耕
作
放
棄
地
対
策
は
、
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
や

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
し

取
り
組
ん
だ
が
、
日
本
型
直
接
支
払

制
度
に
取
り
組
む
集
落
は
減
少
傾
向

で
本
市
だ
け
で
な
く
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
ほ
場
の
集
約
は
、
現
在
進
め
て
い

る
地
域
計
画
で
意
向
調
査
を
活
用

し
、今
後
、農
地
の
利
用
調
整
を
行
う
。

問問
米
の
乾
燥
・
貯
蔵
施
設
拡
充

の
要
望
に
対
し
て
検
討
し
て

い
る
か
。

答
米
崎
町
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
Ｊ
Ａ
大
船
渡
管
内
の
人

も
利
用
し
て
い
る
の
で
、
今
後
は
利

用
状
況
を
踏
ま
え
Ｊ
Ａ
大
船
渡
や
大

船
渡
市
、
住
田
町
と
意
見
交
換
を
し

て
い
く
。

や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
同
町
内
で
も
中
心
市
街
地
や

病
院
な
ど
へ
の
利
用
状
況
を

考
慮
し
財
源
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

な
ぜ
国
保
税
引
下
げ
ス
ト
ッ
プ
か

問問
令
和
６
年
度
も
国
保
税
均
等

割
の
引
き
下
げ
を
し
て
は
ど

う
か
。

答
昨
年
度
に
限
っ
た
も
の
。
本

年
度
は
国
保
財
政
の
安
定
的

運
営
を
図
る
。

こ
ど
も
参
加
の
防
災
講
座
を

問問
大
人
か
ら
こ
ど
も
を
交
え
た

防
災
の
取
組
は
ど
う
か
。

答
楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学
べ

る
場
と
し
て
「
消
防
・
防
災

フ
ェ
ス
タ
」
を
今
年
も
開
催
予
定
と

し
て
い
る
。

コ
ミ
ュニ
ティ
の
活
動
支
援
は

問問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
再
開

と
活
動
支
援
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
等

の
開
催
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る

人
材
不
足
が
課
題
の
地
域
も
あ
り
、

地
域
交
付
金
制
度
と
合
わ
せ
、
ま
ち

づ
く
り
団
体
活
動
補
助
金
や
市
内
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
と
の
連
携
支
援
を
模
索
し

て
い
く
。
そ
の
他
「
集
落
支
援
員
制

度
」
の
導
入
の
可
能
性
も
検
討
す
る
。

大
おお

坪
つぼ

　涼
りょうこ

子
（日本共産党）

佐
さ

々
さ

木
き

一
かずよし

義

菅
かんの

野　広
ひろき

紀
（碧い風）

配
食
サ
の
自
己
負
担
軽
減
は

　
財
源
を
工
夫
し
検
討
す
る

大
学
誘
致
の
進
ち
ょ
く
は

　
公
約
実
現
に
向
け
取
り
組
む

米
乾
燥
貯
蔵
施
設
の
拡
充
は

　
Ｊ
Ａ
な
ど
と
意
見
交
換
す
る

増設が求められる乾燥・貯蔵施設

こちらから視聴できますこちらから視聴できます

こちらから視聴できます こちらから視聴できます
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夜
間
経
済
の
活
性
化
策
は
重
要
だ
。

市
の
受
け
止
め
は
。

答
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
増
加
、

店
舗
の
営
業
時
間
を
拡
大
に

よ
る
雇
用
の
創
出
、
地
域
の
隠
れ
た

魅
力
の
再
発
見
に
も
つ
な
が
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問問
夜
間
に
博
物
館
を
開
館
す
る
企

画
な
ど
公
共
施
設
の
活
用
は
。 

答
課
題
等
を
整
理
し
検
討
す
る
。

問問
運
転
代
行
の
補
助
は
。

答
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
み
よ
う
と

い
う
雰
囲
気
に
つ
な
が
る
よ

う
な
タ
ク
シ
ー
券
の
助
成
も
一
つ
だ

が
、
様
々
な
方
に
意
見
を
伺
い
な
が

ら
考
え
て
い
く
。

※
保
育
行
政
と
高
田
高
校
に
つ
い
て

は
、
ぜ
ひ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問問
市
職
員
の
年
齢
構
成
が
40

代
が
40
％
を
こ
え
、
20
代
が

10
％
台
と
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
。

非
正
規
職
員
も
多
い
。
若
い
人
を
積

極
的
に
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
定
員
管
理
計
画
に
基
づ
い
て

一
定
数
を
採
用
し
て
い
く
。

保
育
所
に
正
規
職
員
を

問問
公
立
保
育
所
職
員
の
年
齢
構

成
と
非
正
規
職
員
の
状
況
は

ど
う
か
。

答
職
員
62
人
の
う
ち
会
計
年
度

職
員
は
39
人
。
保
育
所
も
40

代
50
代
の
職
員
が
多
い
。

問問
日
本
遺
産
認
定
の
活
用
策
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
で
、

新
た
な
観
光
地
づ
く
り
を
掲

げ
て
い
る
。
市
内
の
各
種
団
体
等
と

連
携
を
図
り
、
魅
力
発
信
の
拡
大
に

つ
な
げ
た
い
。

問問
吉
田
家
文
書
や
旧
吉
田
家
住

宅
主
屋
の
活
用
は
。

答
吉
田
家
文
書
は
大
肝
入
の
執

務
記
録
で
あ
り
、
仙
台
藩
直

「
貸
付
型
」
に
も
支
援
を

問問
本
市
の
奨
学
金
は「
給
付
型
」

が
導
入
さ
れ
た
が
、
従
来
か

ら
の
「
貸
付
型
」
は
全
額
返
済
が
基

本
だ
。
生
活
困
難
な
場
合
は
半
額
返

済
や
免
除
措
置
等
の
支
援
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
返
済

期
限
の
延
長
を
含
め
検
討
す

る
。記

者
懇
談
会
の
掲
載
は

問問
本
市
Ｈ
Ｐ
「
市
長
の
部
屋
」

の
定
例
記
者
懇
談
会
の
欄
が

全
文
掲
載
か
ら
要
約
さ
れ
て
短
く
な

っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
閲
覧
の
際
の
手
間
が
煩
雑
で
、

読
み
に
く
い
も
の
と
な
っ
て

い
た
。
顛
末
作
成
の
職
員
の
負
担
も

大
き
い
。
今
後
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
で
よ

り
多
く
の
情
報
提
供
を
行
う
方
向
で

対
応
し
て
い
く
。

参
今
泉
御
足
軽
御
組
が
藩
境
の
警
護

に
従
事
し
た
記
述
の
ほ
か
、
当
時
の

出
来
事
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
重
要
な

歴
史
資
料
で
あ
る
。

　
管
理
棟
開
館
に
併
せ
運
用
を
開
始

し
、
そ
の
内
容
を
公
開
す
る
。
旧
吉

田
家
住
宅
主
屋
に
つ
い
て
も
日
本
遺

産
に
追
加
申
請
を
進
め
る
。

事
務
事
業
の
評
価
は

問問
事
務
事
業
評
価
の
状
況
は
。

答
事
務
事
業
評
価
は
平
成
17
年

度
か
ら
導
入
し
取
り
組
ん
で

い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
復

興
事
業
を
優
先
す
る
た
め
に
中
断
し

て
い
る
。
令
和
７
年
度
、
国
の
第
２

期
復
興
創
生
期
間
の
終
了
を
期
に
、

他
市
の
例
も
参
考
に
新
た
な
評
価
基

準
等
を
検
討
し
、
事
務
事
業
評
価
の

再
開
を
考
え
る
。

藤
ふじ

倉
くら

　泰
たい

治
じ

（日本共産党）

中
なかの

野　貴
たかのり

徳

市
職
員
の
若
手
採
用
は

　
一
定
数
を
採
用
し
て
い
く

日
本
遺
産
の
活
用
策
は

　
団
体
等
と
魅
力
を
発
信

非正規職員が多い保育施設陸前高田市史全 12 巻

市立博物館に展示されている文書（複製）

問問
来
年
の
市
制
70
周
年
の
節
目

を
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か

す
の
か
。

答
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド

と
し
て
、
市
民
が

地
域
愛
、
郷
土
愛
、

更
に
は
復
興
へ
の

想
い
を
改
め
て
持

ち
、
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
参
加

し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
取
組
を
考

え
て
い
る
。

問問
市
出
身
で
活
躍
し
て
い
る
市

外
の
方
々
に
関
わ
っ
て
も
ら

え
な
い
か
。

答
市
出
身
の
人
た
ち
と
も
う
一

度
つ
な
が
り
直
す
と
い
う
の

は
大
変
い
い
ア
イ
デ
ア
と
思
う
。

夜
間
経
済
活
性
化
は

問問
コ
ロ
ナ
が
５
類
移
行
し
、
新

ホ
テ
ル
建
設
を
控
え
る
今
、

木
き

村
むら

　　聡
あきら

（とうほく未来創生）

市
制
70
周
年
を
ど
う
生
か
す

　
市
民
の
誇
り
改
め
る
機
会
に

　
今
回
は
、Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ(

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
動
画
サ
イ
ト)

で
議
会
中
継
を

視
聴
し
た
古
谷
恵
一
さ
ん
（
高
田
町
・

自
営
業
）
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ　
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　
神
奈
川
県
出
身
で
す
。
陸
前
高
田

市
と
の
出
会
い
は
大
学
生
時
代
の
平
成

20
～
21
年
に
訪
問
し
、
そ
の
後
、
平
成

29
年
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
採
用
と
同

時
に
移
住
し
、
観
光
交
流
事
業
に
従
事

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
陸
前
高
田
に
訪

れ
る
団
体
等
を
コ
ー
ディ
ネ
ー
ト
す
る
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
視
聴
は
い
つ

ご
ろ
か
ら
で
す
か
。

Ａ　
５
年
ほ
ど
前
か
ら
で
す
。
新
庁
舎

で
の
傍
聴
経
験
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

仕
事
で
日
中
の
議
会
傍
聴
は
で
き
な
い

の
で
、
時
間
が
あ
る
時
に
自
宅
や
車
の

中
で
聞
い
て
い
ま
す
。

Ｑ　
傍
聴
の
感
想
は
。

Ａ　
多
岐
に
わ
た
る
市
政
課
題
を
議
論

し
て
お
り
、
市
内
で
ど
ん
な
こ
と
が
進

ん
で
い
る
の
か
を
知
る
機
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。
仕
事
柄
、
観
光
関
連
の
質
問
は
、

特
に
注
意
深
く
聞
い
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
議
場
に
傍
聴
に
行
っ
た
時
、

タ
イ
マ
ー
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
議
員

は
限
ら
れ
た
持
ち
時
間
で
質
問
し
て
い

る
事
を
知
り
ま
し
た
。

Ｑ　
今
、取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
議
会

へ
の
要
望
は
。

Ａ　
市
内
観
光
関
連
事
業
者
と「
観
光

を
考
え
る
若
手
勉
強
会
」を
定
期
的
に

開
催
し
、陸
前
高
田
の
魅
力
の
発
信
・
観

光
客
の
増
加
と
経
済
効
果
を
上
げ
る
に

は
ど
う
す
る
か
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

要
望
は
、
動
画
配
信
の
再
生
音
声

が
小
さ
い
の
で
改
善
し
て
欲
し
い
の
と
、

語
尾
を
ハ
ッ
キ
リ
と
話
し
て
欲
し
い
で
す
。

ま
た
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
知
ら
せ

す
る
な
ど
、
公
開
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ

と
周
知
し
て
欲
し
い
で
す
。
機
会
が
あ
っ

た
ら
議
場
に
傍
聴
に
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

傍
聴
者
の 

声古谷  恵一 さん
（高田町在住・３６歳）

議会だよりとともにYouTube
をご覧になりませんか。
一般質問などの見比べも含
め、皆さまのご意見をお待
ちしております。
※市ホームページ→市議会
→ 音 声 中 継（YouTube 陸
前高田市議会）をクリック
すると陸前高田市議会のチ
ャンネルに移動し視聴した
い会議を選んでご覧いただ
けます。

配信のお知らせ

こちらから視聴できます

こちらから視聴できます こちらから視聴できます
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常任委員会 活動ほうこく常任委員会 活動ほうこく

  

所
管
事
務
調
査

　
総
務
常
任
委
員
会
は
、「
消
防
団
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
」、
６
月
25
日
に
本
市
庁
舎
内
で
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
菅
野
泰
浩
消
防
長
、
及
川
貴
美
人
消
防
次
長

か
ら
、
本
市
の
消
防
団
の
取
り
組
み
状
況
や
課

題
等
の
説
明
を
受
け
た
後
、
各
委
員
が
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

　

本
市
消
防
団
員
数
は
、
定
数
６
３
９
人
に
対

し
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
５
２
０
人
と
な
っ
て

お
り
、
81
・
４
％
の
充
足
率
で
し
た
。
団
員
数
の

推
移
は
人
口
で
３
％
前
後
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

定
数
に
対
す
る
充
足
率
が
以
前
と
比
べ
低
い
状
況

で
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
津
波
に
お
い
て
消
防
団
員
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
教
訓
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
活
動
に
従
事
す
る
消
防
団
員
の
安
全
対
策

  

所
管
事
務
調
査

　
現
在
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
、
本
市
の
こ

ど
も
を
市
全
体
で
応
援
す
る
基
本
理
念
を
定
め

よ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、市
の
教
育・

保
育
環
境
の
現
状
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
「
市
の
学
校
教
育
の
特
徴
に
つ
い
て
」

を
調
査
テ
ー
マ
と
し
て
、
６
月
14
日
に
教
育
委

員
会
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
本
市
の
特
徴
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
①
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
、
②
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
推
進
、③
心
の
ケ
ア
の
推
進
と
心
の
サ
ポ
ー

ト
の
充
実
、
④
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

へ
の
教
育
支
援
の
実
現
、
⑤
地
域
に
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
の
５
項
目
の
実
施
状
況
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
大
震
災
の
被
災
と
い
う

大
き
な
環
境
の
変
化
を
契
機
に
心
の
ケ
ア
を
重

視
し
て
き
た
経
緯
や
、
地
域
と
学
校
の
関
係
性

を
講
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
通
信
手
段
確

保
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
や
反
射
材
入
り
防
寒
衣
の

貸
与
の
ほ
か
、
耐
切
創
性
手
袋
、
踏
み
抜
き
防

止
板
入
り
長
靴
等
の
全
団
員
へ
の
配
布
で
す
。

　
ま
た
、
処
遇
改
善
と
し
て
、
団
員
の
年
額
報

酬
を
２
万
３
５
０
０
円
か
ら
３
万
６
５
０
０
円
に

引
き
上
げ
、
か
つ
出
動
報
酬
を
見
直
し一日
最
大

８
千
円
と
し
、
団
員
個
人
に
直
接
支
給
に
し
て
い

る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
任
用
要
件
を
、「
市
内
に
居
住
す
る
者
」
か
ら

「
市
内
に
居
住
し
、
又
は
勤
務
す
る
者
」
に
改
め

る
と
と
も
に
、
よ
り
広
い
入
団
環
境
の
整
備
、
休

団
制
度
、
自
動
車
運
転
免
許
取
得
補
助
制
度
等

を
設
け
、
消
防
団
員
の
充
足
に
取
り
組
ん
で
い
る

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

課
題
は
、
消
防
団
員
の
減
少
や
、
団
員
の
生

活
様
式
の
変
遷
に
よ
り
平
日
昼
間
の
出
動
が
困

難
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
出
動
時
の
水
分
等
補
給

が
深
い
点
を
踏
ま
え
、職
業
理
解
学
習
や
産
業・

郷
土
芸
能
に
関
わ
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
性
を
重
視

し
た
教
育
体
制
の
構
築
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
６
月
25
日
に
は
、「
未
就
学
児
に
対
す
る
施

策
」
に
つ
い
て
、
福
祉
部
と
子
ど
も
未
来
課
を

対
象
に
調
査
し
ま
し
た
。
市
全
体
の
園
児
数
の

推
移
や
市
内
各
施
設
の
園
児
数
の
状
況
、
延
長

保
育
や
一
時
預
か
り
事
業
な
ど
子
育
て
支
援
施

策
の
実
施
状
況
を
確
認
。
加
え
て
、
公
立
の
保

育
所
で
実
施
し
て
い
る
、
小
学
校
へ
の
円
滑
な

接
続
を
目
指
す
「
ス
ム
ー
ズ
コ
ネ
ク
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
の
保
育
状
況
と
し
て
は
、
保
育
所
・
保
育

園
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
３
～
５
人
程
度
で
保

育
を
行
う
家
庭
的
保
育
事
業
の
実
施
や
、
病
後

児
保
育
事
業
な
ど
を
通
し
て
、
子
育
て
要
望
や

や
災
害
警
戒
時
等

の
長
時
間
待
機
に

係
る
食
料
確
保
費

用
の
捻
出
の
難
し

さ
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
、
そ

の
方
策
に
つ
い
て
、

団
本
部
や
各
分
団
、

各
部
に
お
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

必
要
に
応
じ
て

国
、
県
へ
の
要
望
・

意
見
書
の
提
出
も

視
野
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
へ
対
応
し
て
い
る

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
を
踏
ま
え
、
今
後
に
つ
い
て

は
、
文
献
調
査
や
視
察
を
通
し
て
、
よ
り
実
効

性
の
高
い
基
本
理
念
を
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総　務
所管事務調査

消防団の現状と課題について

教育民生
所管事務調査

市の学校教育の特徴について

未就学児に対する施策

委 員 長　中野　貴徳
副委員長　木村　　聡
　　　　　大和田加代子
　　　　　鵜浦　昌也
　　　　　藤倉　泰治

委 員 長　佐々木一義
副委員長　大坪　涼子

佐々木良麻
菅野　広紀
福田　利喜
伊藤　明彦

６
25

６

６

25

14

６年ぶりの操法競技会元気に遊ぶこどもたち（小友保育所）

消防団員数の推移

教育委員会からの聞きとり

R6
.4.1

R5
.4.1

R4
.10
.1

R4
.4.1

R2
.10
.1

H2
7.1
0.1H2

2

H1
7.1
0.1

H1
2.1
0.1

H7
.10
.1

H2
.5.1

S60
.10
.1
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％）
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常任委員会 活動ほうこく

  

所
管
事
務
調
査

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
６
月
25
日
、
水
産

大
手
の
㈱
ニ
ッ
ス
イ
と
広
田
湾
漁
協
が
、
昨
年

11
月
か
ら
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ー
モ
ン

(

ギ
ン
ザ
ケ)

の
海
面
養
殖
を
現
地
調
査
し
ま

し
た
。

　

現
地
で
は
、
同
社
の
担
当
者
で
あ
る
御み

供と
も

俊し
ゅ
ん
す
け介

さ
ん
か
ら
、
初
年
度
は
海
洋
環
境
や
他
の

漁
業
活
動
へ
の
影
響
が
な
い
か
な
ど
を
調
査
し

て
い
る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
の
試
験
養
殖
開
始
に
は
約

１
８
０
㌘
だ
っ
た
８
万
尾
の
稚
魚
は
、
水
揚

げ
開
始
時
に
は
２・５
㌔
前
後
に
成
長
す
る
等
、

秋
以
降
の
本
格
養
殖
に
向
け
、
試
験
養
殖
は
順

調
に
推
移
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
養
殖
用
い
け
す
は
、
広
田
湾
内
と
沖
合
の
２

カ
所(

滝
浜
・
金
入
漁
場)

に
直
径
25
㍍
の
も

の
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
揚
げ
の
作
業
で
は
、
養
殖
用
い
け
す
か
ら

水
揚
げ
用
の
い
け
す
に
移
し
た
後
、
１
尾
１
尾

を
活
け
締
め
処
理
し
、
魚
体
の
大
き
さ
ご
と
に

コ
ン
テ
ナ
に
分
け
る
作
業
な
ど
の
様
子
を
視
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
社
事
務
所
で
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
県
の
秋
サ
ケ
漁
は
、
深
刻
な
不
漁

に
陥
っ
て
お
り
、
震
災
以
前
の
１
％
以
下
の
漁

獲
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
生
食
可
能
な
養
殖
サ
ー

モ
ン
は
、
す
し
ネ
タ
と
し
て
の
人
気
も
高
く
注

目
さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
も
盛
ん
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
試
験
養
殖
１
年
目
・
２
年
目
は
２
０
０
㌧
を
、

本
格
養
殖
が
確
立
す
る
２
０
３
０
年
度
に
は
、

３
千
㌧
の
水
揚
げ
を
見
込
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。 

　
将
来
は
、
陸
前
高
田
を
ニ
ッ
ス
イ
の
最
先
端

養
殖
モ
デ
ル
エ
リ
ア
と
し
て
構
築
し
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
、
遠
隔
給
餌
シ
ス
テ
ム
の
技
術

開
発
を
は
じ
め
、
６
次
産
業
化
と
併
せ
て
大
き

な
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
現
地
調
査
と
な
り
ま

し
た
。

産業建設
所管事務調査

サーモンの海面養殖

委 員 長　大坂　　俊
副委員長　伊勢　　純

菅野秀一郎
小林　　卓
及川　修一

６
25

広田漁港で水揚げの状況視察

サーモンをサイズ別に分類（広田漁港）

ま
し
た
。

　

前
半
は
、話
し
や
す
い
環
境
の

作
り
方
や
議
論
の
整
理
手
法
、話

を
引
き
出
す
た
め
の
質
問
方
法
な

ど
の
説
明
を
受
け
、後
半
は
、実
際

に
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、議
会
と
語
る

会
を
想
定
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。出
さ
れ
た
意
見

の
記
録
、項
目
の
分
類
、論
点
の
整

理
を
体
験
し
、実
践
を
通
し
た
学

び
を
得
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
開
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
形

式
の
議
会
と
語
る
会
に
つ
い
て
は
、

ま
た
次
号
で
報
告
し
ま
す
。

　

前
回
同
様
に
、議
員
４
人
ず
つ

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、各
カ
ー
ド

に
書
か
れ
た
問
い
に
従
っ
て
意
見

を
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

　

実
践
を
交
え
た
討
議
で
は
、お

互
い
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
見
方
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
方
を
共
有
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
対
話
す
る
議
会
、議
員

を
目
指
し
、市
民
福
祉
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
意
欲
が
高
ま
る
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
聴
広
報
特
別
委
員
会
は
６
月

27
日
、全
議
員
を
対
象
に
、話
し
合

い
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
技
術

を
学
ぶ「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研

修
」を
行
い
ま
し
た
。こ
の
研
修
は
、

７
月
に
新
た
な
試
み
と
し
て
開
く

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
議
会
と

語
る
会
に
向
け
た
も
の
で
、話
し

合
い
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め

の
技
術
を
学
ぶ
も
の
で
す
。講
師
は
、

陸
前
高
田
ま
ち
づ
く
り
協
働
セ
ン

タ
ー
の
三
浦
ま
り
江
さ
ん
が
務
め

カ
ー
ド
」を
活
用
し
た
討
議
の
手

法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
カ
ー
ド
に
は
、「
個
人
の
感
情
に

寄
り
添
う
た
め
に
取
り
組
み
た
い

こ
と
は
何
？
」な
ど
、種
々
の「
問

い
」が
書
か
れ
て
お
り
、誰
と
で
も
、

ど
ん
な
テ
ー
マ
で
も
短
時
間
で
和

や
か
に
対
話
が
深
め
ら
れ
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
か
ら
は
、市
民
と
の

意
見
交
換
や
議
員
同
士
で
議
論
す

る
際
、こ
の
カ
ー
ド
を
活
用
で
き
る

こ
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。そ

の
上
で
、議
員
同
士
の
対
話
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
、議
員
間
討
議
に
役

立
て
て
い
く
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
さ

れ
ま
し
た
。

　
カ
ー
ド
を
使
っ
た
実
践
形
式
の

討
議
で
は
、「
陸
前
高
田
市
の
産
業

振
興
」を
テ
ー
マ
に
議
員
４
人
ず
つ

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
主
張
。そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
を
真
剣
に
聞
き
な

が
ら
合
意
形
成
を
図
り
、グ
ル
ー
プ

ご
と
に
提
言
を
ま
と
め
る
な
ど
、

今
後
の
議
員
活
動
に
生
か
せ
る
手

法
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
カ
ー
ド
」を
活
用

し
た
２
回
目
の
研
修
会
は
６
月
24

日
、市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
は
、さ
ま
ざ
ま
な
市

政
課
題
を
議
員
同
士
で
活
発
に
議

論
し
、合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら

政
策
提
言
に
つ
な
げ
よ
う
と
、議

員
間
討
議
の
在
り
方
を
模
索
し
て

い
ま
す
。そ
の一環
と
し
て
、５
月
15

日
に
市
役
所
で「
対
話
す
る
議
会
・

議
員
」と
題
す
る
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
講
師
は
青
森
大
学
社
会
学
部
教

授
の
佐
藤
淳
さ
ん
に
務
め
て
も
ら

い
、「
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ（
サ
ウ
ン
ド
）

議員研修

『
フ
ァ
シ
リ

  

テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
』

『
対
話
す
る

  

議
会
・
議
員
』を
研
修

『対話する議会・議員』
を研修

5
15

SOUNDカードを活用した
議員間での研修

6
24

ファシリテーション
研修

6
27
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　5月22日に東京で開催された第100回全国市議会議長会
定期総会において、次の議員が表彰されました。
議員表彰25年以上
　及　川　修　一 　議員
　伊　藤　明　彦　 議員
議員表彰20年以上
　福　田　利　喜　 議員
正副議長表彰４年以上
　福　田　利　喜　 議員
　大　坂　　　俊　 議員

◎
陸
前
高
田
市
水
産
業
振
興
計
画
の
策
定

◎
陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
に

係
る
実
施
計
画
に
つ
い
て

◎
令
和
６
年
度
岩
手
県
に
対
す
る
要
望
の

実
施
に
つ
い
て

・
東
日
本
大
震
災
に
関
係
す
る
復
旧
関
係
予
算

を
活
用
し
た
事
業
者
に
対
す
る
財
産
処
分
制

限
に
関
す
る
緩
和
に
つ
い
て（
新
規
）

・
高
田
松
原
の
再
生
に
係
る
保
育
作
業
の
継
続

実
施
及
び
ク
ズ
対
策
に
つ
い
て（
新
規
）

・
地
域
生
活
支
援
事
業
費
等
補
助
金
の
国
庫
補

助
及
び
県
補
助
の
補
助
率
に
つ
い
て（
新
規
）

・
地
域
医
療
の
充
実
確
保
に
つ
い
て（一部
新
規
）

・
貝
毒
の
発
生
防
止
及
び
夏
季
の
高
水
温
に
よ

る
大
量
へ
い
死
に
係
る
抜
本
的
対
策
に
つ
い
て

（一部
新
規
）

…

以
上
５
件
の
新
規
要
望
を
含
む
、全
22

項
目
の
要
望
。

◎
投
票
区
・
投
票
所
の

　
見
直
し
に
つ
い
て

　
私
は
４
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の

７
日
間
、
市
長
、
教
育
長
と
共
に
、

震
災
で
漂
着
し
た
高
田
高
校
の
実
習

船
「
か
も
め
」
の
縁
で
結
ば
れ
た
姉

妹
都
市
で
あ
る
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
ク
レ
セ
ン
ト
シ
テ
ィ
市
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
、

市
民
同
士
の
交
流
を
発
展
さ
せ
よ
う

と
友
好
団
体
と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陸
前
高
田
市
は
、
高
校
生

の
国
際
感
覚
を
養
う
た
め
ク
レ
セ
ン

ト
シ
テ
ィ
市
へ
の
短
期
留
学
を
計
画

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
、

両
市
の
市
長
、
教
育
長
な
ど
と
共
に

話
し
合
い
も
持
ち
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
に
よ
り
、
ク
レ
セ
ン

ト
シ
テ
ィ
市
と
の
交
流
が
一
層
広

が
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

全
員
協
議
会

令
和
６
年
４
月
以
降
市
当
局
か
ら

提
出
さ
れ
た
案
件
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４
月
１9
日

７
月
１9
日

６
月
１4
日

６
月
27
日

会派等交付先
碧　い　風
創　生　会

とうほく未来創生
日本共産党
中野　貴徳
佐々木一義
大坂　　俊
及川　修一
伊藤　明彦

人数（人）
3
3
2
3
－
－
－
－
－

225,000
225,000
150,000
154,316
0
0

26,610
0

75,000

執行額（円）

令和5年度
下半期政務活動費執行状況
　本市議会の議員は1人につき月額
12,500円の政務活動費の交付を受けるこ
とができます。（会派に属する議員は会派
に、会派に属さない議員は議員に交付）
　政務活動費は、市政に関する調査研究に
資するため必要な経費として使用するもの
で、使途基準が定められています。
　なお、交付額より執行額が上回る会派等
については、自己資金にて対応しています。

支出区分 支出区分
お祝い

会　費

慶　弔

その他

合　計

件数（件）
0

6

2

3

11

0

25,000

26,500

42,030

93,530

各団体表彰式・
総会・祝賀会・
激励会等の会費
元市議会副議長
の逝去に際し香
典・生花
他自治体訪問の
際の土産

執行額（円）

議長交際費をお知らせします
　令和５年度分の議長交際費の支出状
況をお知らせいたします。議長交際費は
議長が議会の対外的な活動をするため
に要する経費です。

議 員表 彰

ク
レ
セ
ン
ト
シ
ティ
市

第
２
回
カ
モ
メ・フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
に
及
川
議
長
が
出
席

ク
レ
セ
ン
ト
シ
ティ
市

第
２
回
カ
モ
メ・フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
に
及
川
議
長
が
出
席

○の中にはどんな数字が入るでしょうか？

５月に「議会と語る会」は
　　　　　 市内○地区で開催されました。

■あて先 〒029-2292 陸前高田市高田町字下和野100
  陸前高田市議会事務局　宛
 FAX 0192-53-1210　MAIL gikai@city.rikuzentakata.iwate.jp
■しめきり 令和6年9月6日（当日消印有効）

「まちづくり総合計画後期基本計画は令和○年度までの計画です。」

クイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、ハガキ、FAX、メールのいずれかで応募
してください。また市議会だよりを読んだ感想、市議会への意見・要望などを必ず記入してください。
正解者の中から抽選で５名の方に粗品をお送りします。（当選者の発表は発送をもって代えさせて
いただきます。）※いただいた意見要望等は次回の市議会だよりに掲載することがあります。

応
募
方
法

議会だより第128号クイズの答え

議会だよりクイズ

答え 10年度

　市議会では、市民のみなさまへクイズを出させていただいています。それは広くご意見もうかが
いたく取り組んでいるものです。第128号のクイズの答えとともに寄せられたご意見を紹介します。

○の中にはどんな数字が入るでしょうか？

議会だより、読みやすくて
良いと思います。
議会と市民の交流コーナーも、
他の市民の方の意見も知ることが
できるので良いと思います。
　　　　　　（広田町）

タクシー券をありがたく利用しています。
未利用の人もいる一方で、本当に必要と
する人が考えながら使用する現状があります。
枚数をもう少し増やしていただきたい願望も
あります。　　　　　　　　（高田町）

　 議会だよりを楽しみに拝見して
います。議会の傍聴をできることを
楽しみにしております。
私たちが安心して生活できることを
  願いながら毎日を過ごしています。
　　　　　　　　（広田町）　

【表紙の写真】
高田町・お天王さまの歩行者天国
（7月１９・20日）での金魚すくい。
すくえなかった妹のために、
お兄ちゃんが再チャレンジ！

高田町・お天王さまの歩行者天国
（7月１９・20日）での金魚すくい。
すくえなかった妹のために、
お兄ちゃんと再チャレンジ！

表紙の写真
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４月
 2日 議会だより特別委員会
 8日 議会運営委員会
 10～16日 　クレセントシティ市訪問　
 17日 全員協議会／議会だより特別委員会／
  広聴広報特別委員会
 18日 東北市議会議長会 理事会・定期総会・懇談会(正副議長)
 19日 東北市議会議長会  市内視察(正副議長)
 22日 岩手県市議会議長会  第1回理事会・定期総会・
  懇親会(正副議長）
 23日 岩手県市議会議長会  視察(正副議長）
 24日 総務常任委員会
 25日 議会と語る会(建設業協会）
 26日 民生委員児童員協議会総会(議長)／気仙川清流化
  推進協議会総会(議長）

５月
 8日 行政視察(熊本県大津町議会）
 13日 総務常任委員会／議会と語る会
 14日 国道340号整備促進期成同盟会(議長)／議会と語る会
 15日 議員研修会
 16日 議会と語る会
 17日 議会と語る会
 20日 全員協議会／議会運営委員会／教育民生常任委員会／
  広聴広報特別委員会／議会だより特別委員会／常任委
  員会正副委員長打合わせ会
 21日 市老人クラブ連合会総会(議長）
 22日 全国市議会議長会総会(議長)／三陸地区道路関係
  縦軸２団体合同総会(副議長）
 23日 市議会議員共済会128回代議員会(議長)／
  商工会第68回通常総会(副議長）
 24日 大船渡市農協第58回通常総代会(議長）
 27日 (一社)県漁港漁村協会定時総会(議長)
 28日 行政視察(神奈川県葉山町議会）
 29日 議会だより特別委員会／国道343号・広域幹線
  道路整備促進期成同盟会総会(副議長)／
  シルバー人材センター定時総会(議長）
 30日 市遺族会総会(議長)新笹ノ田トンネル整備促進期成同盟会(議長）
 31日 クレセントシティ友好の会総会(議長）

６月
 2日 響け！希望のトランペット(総務常任委員長）
 6日 教育民生常任委員会／県民大会選手団結団式(議長）
 9日 陸前高田市消防操法競技会
 11日 議会運営委員会／産業建設常任委員会
 12日 岩手県空港利用促進協議会総会(議長）
 14日 第2回市議会定例会本会議／全員協議会／各常任委
  員会／各特別委員会／特別委員会正副委員長打合せ
 19日 本会議(一般質問)／会派代表者会
 20日 本会議(一般質問)
 21日 本会議(一般質問)／予算等特別委員会
 24日 議員研修会
 25日 各常任委員会／広聴広報特別委員会／建設業協会総会懇親会
 27日 本会議閉会／全員協議会／ファシリテーター研修(WS)／
  陸前高田市観光物産協会通常総会(議長）
 28日 気仙広域連合議会臨時会／議会だより特別委員会
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市内の団体や個人を紹介します。

陸前高田LGBTQ＋を考える会会長
無量山光照寺副住職

髙澤 公元 さん

第17回

　髙澤公元さん（34歳）は、
高田町の光照寺で副住職を
務めています。性的少数者
であるLGBTQ＋の当事者に
心を寄せながらの活動や未
来のやさしい社会のあり方
などについて、お話をうかが
いました。

　陸前高田LGBTQ＋を考える会は、2022年５月に立ち上がりまし
た。性的少数者の方々が生きやすい環境を整える援助をしたい思いが
あり、会長として会の運営に携わっています。会員は56人です。これま
で年に２回ほど、アバッセでのパネル展示などに取り組んできました。
　会を立ち上げる前に私自身が宗派の研修で多様性について考える
機会がありました。
　光照寺の宗派である曹洞宗では、戒名が男性用と女性用に分かれ
ていますが、その研修ではLGBTQ+の当事者が亡くなられた時に心
の性とは違う戒名をつけられたという事例が紹介されました。その場
合、どうするべきだったのかという議論があり、お寺も多様性に順応し
ていく必要があることを学びました。その学びが今の活動に繋がって
います。
　今年４月からは、陸前高田市のパートナーシップ・ファミリーシップ制
度が始まりました。当事者だけではなく、まわりの人の理解を広げる周
知活動の必要性を感じています。当事者からも要望を聞き、その思い
を届ける活動があればいいなと考えています。
　将来は、国籍の違いなどのさまざまな多様性に対し、その都度に制
度づくりで対応するのではなく、少しずつ他者を思いやれる生活がで
きる社会になってほしいです。
　また、人生は楽しんだもの勝ちと思っています。市議会のみなさんも
楽しく、とっかかりやすい雰囲気でがんばってほしいです。

議会の動き

たかさわ　　 こうげん
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